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自然 と 人工環境

一快適環境のフオー ク ロアー
第 V 部 環境汚染・ 環境破壊
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NATURAL AND ARTIFICIAL ENVIRONMENT :

FOLKLORE OF THE COMFORT STATE OF ENVIRONMENT 

Par t V , Environmental pol lut ion and heal th effects 

By 

MIURA, Toyohiko 

W ith the development of industr ies and urbanization, ai r pol lution has becom e a main 
cause of envi ronm ental destruction, gi ving r ise to a w ide concern about discom for t and 
111-heal th of the inhabi tants exposed to the pol luted environment. A typical example of 
air pol lution in modern ci ties was given by the sm og long k nown in London. As ear l y 
as in the 17 th century, John Evelyn publ ished 'Fumifugium,, warning that the pol luted 
air in London was as bad as the ai r in the vicini ty of a volcano. H e descr ibed the preva- 
lence of pol lution-induced lung diseases am ong the inhabi tants of L ondon. T his becam e 
known to Japanese when Sosek i N atsum e, a fam ous wr i ter who studied in L ondon, wrote 
in his diar y in January 1901 about how people were affected by the L ondon sm og. T h is 
awareness of ai r pol lution in Br i tain led to the regular m oni tor ing of ai r pol lutants af ter the 
enactment in 1926 of the Publ ic Heal th A ct for Sm oke Abatement. However , i t was on l y 
af ter the ser ious ai r pol lution disaster of December 1952 which k加ed 4000 people that 
nation-w ide anti -pol lution effor ts took shape in accordance w i th the 1956 Clean A i r A ct. 
Ear l y exam ples of urban ai r pol lution were also given by P i ttsbur gh and L os A ngels in 
the U ni ted States. Sim i lar l y ear l y concerns over envi ronmental destruction in Japan were 
r aised b y a ser ies of even ts in rural areas due to hazardous m ining wastes wh ich becam e 
known to the publ ic in accordance wi th the i ndustr ial revolution in the M ei j i era in the 
late 19 th century and the ear l y 20 th cen tury. 

U rban ai r pol lution af ter W or ld W ar I I changed drastical l y the atti tude 01 the whole 
populat ion in m ajor industr ial societ ies. A i r pol lution was par ticular l y ser ious in lar ge 
ci t ies w i th accelerated urban ization and in rapidl y grow ing industr ial ci t ies. I ts w ide-spread 
effects on the heal th of inhabi tan ts drew attention of var ious ci rcles. T he per iod of h i gh 
econom ic grow th was thus tarn ished by a ser ies of disputes and cour t cases about the heal th 
effects of ai r and water pol lution.

L egal , econom ic and techn ical m easures against air pol lution have proven to be effec- 
ti ve especial l y in reducin g sm ok es and air -borne pol l utants such as SOx. But these m ea- 
sures did not prevent the increase of N Ox concen trations' associated w i th the rapid in - 
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crease of car traffic and thei r effects on the heal th of urban inhabi tants. W hi le technica l 
developm en t in anti -pol lution m easures is impor tan t, we should note the im por tance of so - 
ciocul tural aspects of environmental pol lution wh ich pr imar i l y determ ine the progress o f 
these m easures.

キーワード : 環境汚染 ; 環境破壊 ; 大気汚染 ; スモッグ ; 産業革命

Environmental pol lut ion ; Environmental destruction ; A ir pol lut ion ; Smog ; Indus-
tr ial revolut ion 

V. 環境汚染・ 環境破壊

A 環境汚染とは

環境条件とか環境衛生とかいう 言葉は第=次大

戦前から口にしていたが , 環境汚染 という言葉は

「公害問題」が注目されはじめた頃から用 い は じ

めたのである。

『日本語大辞典')』によると「 かんきようおせん

〔環境汚染〕人間の活動により, 自然環境の構造や

状態が変化し , その環境がもとで悪化した状態。 

大気汚染・ 水質汚濁・ 騒音など。 environmental 
pol lution」 と解説している。

さらに 『環境科学辞典2)』 によると 「 16世紀以

降, 産業革命と医療の発展に伴い世界人口は激増

し, 資源の消費量および廃棄物量もまた 激増し, 
それに伴い 環境 が 破壊・ 汚染 されてきた。 しか

し, 環境の汚染を完全になくすることは近代文明

を否定することにもつながるので, 汚染の定義も

現実を考慮してなされる傾向があって, 多様 であ

る。たとえば , 生態学者は生態系の均衡を壊すよ

うな汚染物質を環境の中に導入することを環境汚

染と考えて汚染は悪だとすることが多いし, ある

者は汚染は必ずしも絶対に悪ではなく, 汚染がも

たらす利益とのバランスの上で汚染を定義すべ き

だと考えるし , またある者は人や植物や動物など

が大気や水や土;壌を有益に利用 することを不当に

妨げる人為的行為がみられた時 , それを環境汚染

と考えるだろう。このように考えると何を もって

有益とか不当と考えるかという間題が起こり, 価

値判断が要求される。 この価値判断の尺度は判断

する人の社会的文化的背景 によって異なるので, 
汚染の定義も必然的な多様なものとならざるを え

ない。しかし汚染の定義はいろいろ あっても , 環

境汚染はおもに人口の増加と資源の消費に起因し

ているから, 環境汚染を制御するためには , 人口

増加と資源消費の抑制, および資源の計画的利用

と再利用を 考えなければならないであろう。」 と

書いている。

大気汚染・ 空気汚染 (ai r pol lution) , 水質汚

濁・ 水汚染 (water pol lution) , などの pol lu tion , 
はともかく , therm al pol lution とか, noise pol l - 
ution の pol lution はある時期 , 日本語に直すこ

とが難しいようにも思ったが, 環境汚染 (en vi ro- 
nmental pol lution または pol lution) を環境破壊

(envi ronmental destruction) と解釈すれば理解

できる。 

B 公 害

小田康徳3) は現在の公害間題は , まさしく , 資

本主義を基礎にして生みだされている 自然破壊間

題なのである。 それは人類の自然破壊史の 一こま

であることはまちがいないにしても , それがひき

起こす人間への加害は, 特定の人間の利益とつね

に結合しているところに特徴をもっている。 資本

主義社会における公害問題は, その本質において

資本主義的営利活動と不可分であり, 資本による

収奪の一形態となるといっている。

社会主義社会では公害問題はないし, 労働災害

も少ない。 労働環境の許容濃度はソ連のそれは資

本主義国の1/ 10などという報告も, かつて聞いた

ことがあるが , ソ連のぺレストロイカ, グラスノ

スチ以後, ソ連を含めて束欧諸国の環境汚染の 進

行がE尊以上のひどいもので あることがわかってき

た。中国も同様である。1989年の N H K の放映

によるソ連北極圏の精錬所では労働者に ガスマス

クの配給がなく , やっと届いたマスクはホースを

口にくわえてガスフィルターを通した空気を 吸気

し , 鼻から吹き出す方式 であったことには驚いた

ことがある。

つまり , 資本主義とか社会主義とかいうことで

はなく, 加藤邦興4)がいうように公害間題と は , 



自然と人間の関係ではなく, 人間と人間の関係, 
すなわち, 加害者と被害者の関係なのである。

小田 5)は, 日本では「公害」という言葉は比較的

早く使用 さ れ は じ めているという。工場の活動

や, 原料・ 製品の貯蔵にともなって付近住民の 衛

生に被害を及ぼす場合もあり, それに対して すで

に公害という言葉が使われていた。1880 (明治13) 
年 9 月29 日付の大阪府布達天 146 号 「鋼折鍛治場

湯屋三業取締法」の追加に公害の文字が あらわれ

ているo

「開業出願の際 若し近傍人家の内 或八故障申立

るもの有と雖も実地検査の上公害なしと認むれバ

之を許可することあるべし 0 開業出願の 際近傍

人家皆故障なしと雖も実地検査の上公害 ありと認

むれバ許可せざることあるべし5)」
しかし , この時期における公害という意味は か

なり現在とは異 なっており , それが健康上の危害

であれ, 商取引上の損害であれ, 詐偽奸策などの

反道徳的行為であれ, 要するに公衆にたいする迷

惑や被害を与えることであれば, すべて 「公害」

と呼んでいたらしい5)。

英・ 米で公衆生活妨害 (publ ic nuisance) が意

味するところと, 日本の明治初期の公害の意味が

ほとんど同じで, 必ずしも産業活動との関係を意

識したものではなかったということである5)。

都留重人6) は 「 公害」 を次のように定義してい

る o

公害とは一
(1) 技術進歩がますます生産の社会的性格を強

めつつある段階において , したがって一経済主体

の外部から受ける影響が大きく, それが外部に与

える影響も大きい段階において ,

(2) 経済主体の私企業的な自主自責の原則をつ

らぬくかぎり,
(3) 集積の便すなわち外部経済を利用 しようと

する積極的動機もてつだって , 集積傾向はおのず

から強まることだし ,

(4) 外部に及ぼす影響は, 最少限の防除がおこ

なわれるだけで, 周辺地域に集積して, 量の質へ

の転化を生むが,
(5) その結果については, 個々の経済主体との

因果的結びつきが実証困難な場合が多くて, 個々

の経済主体は責をのがれ, 

( 165 ) 

(6) 「外部」 すなわち通常は不特定多数の 企業

ないし個人 , 例外的には特定の企業ないしは個人

にたいし, 実害を生む事態6)。
であるというのである。

1967 (昭和42) 年8 月制定の公害対策基本法は

1970 (昭和45) 年末に一部改正されたが, 公害を

次のように規定している。

「事業活動その他の人の活動に伴って生 ずる相

当範囲にわたる大気の汚染, 水質の汚濁 (水質以

外の水の状態または水底の底質の悪化 することを

含む) , 土壌の汚染, 騒音, 振動, 地盤の沈下, 
および惡臭によって人の健康または生活環境に 係

る被害を生ずること」

つまり公害は, 環境汚染, 環境破壊と一致する

と考えてよさそうである。

しかし , 原因となる条件としてはその 他電離放

射線や非電離放射線 , たとえばマイクロ波, さら

には熱汚染なども考慮に い れ ておく必要がある。

その上 , 一般社会 では, さらに「食品公害」と

か「情報公害」などと, もっと広く公害を解釈す

る場合も多いのである。 

C 日本人と自然

すでに前章で しばしば, 日本人の自然観にもふ

れたのであるが , 日本の環境破壊にふれる前に, 
日本人と自然のかかわりにも , 簡単に, 考察 して

おきたい。

私 7) は日本と自然を考えた時 , 日本の工芸品 に

は自然のままの素材をそのままいかした 芸術作品

が多いと書いたことがある。

織田信長が本願寺と和解した時に与 えた茶碗に

「一文字」 という名器がある。 今も宝物として本

願寺に伝わっている。 この一文宇というのは 茶碗

の胴のところに一文字のもりあがりの あるものだ

が, 焼く時に=つのうちの一つの茶碗の縁が他の

一つの胴に くつついたものであるらしい。こんな

説明を聞けばなんでもない茶碗の よ う に み える

が , 信長からありがたく 拝領した と こ ろ をみれ

ば , その当時すでに珍重していたものであ ろう。 

この日本の抹茶茶碗に みられるような素朴で民芸

的な, それでいて格調の高いすばらしい芸術品を

うみ出した国民はほかにないし , そのよさのわか

る国民でも ある7)。 
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工芸品の発達という点からみれば, 技術を 発達

させ, 材料をより高級のものに するのは普通のこ

とである。たとえば宝石や金銀の利用 などがこれ

にあたるが , 日本の場合は材料は かわ ら な か っ

た。 いつまでたっても , 土は土 , 鉄は鉄 , 木は木

が材料であって, きわめて洗練された方法で芸術

品をつくる。しかも現代の日本人もその よさがわ

かるのである。
つ t1 づれ く'さ _

吉田兼好8)の 『徒然草』は1319 (文保 3 = 兀応

元) 年から1336 (建武 3 ) 年以後の数年間 にでも

あがった=巻の随筆で, 兼好は すぐれた自然の観

察者でもあった。

「春暮れて後 , 夏になり, 夏果てて, 秋の来る

にはあらず , 春はやがて夏の気を催し , 夏より既

に秋は通ひ, 秋は即ち寒くなり, 十月は 小春の天

気 , 草も青くなり, 梅も蕾みぬ, 木の葉の落つる

も , 先づ落ちて芽ぐむにはあらず, 下より萌しつ

はるに堪へずして落つるなり , 迎ふる気 , 下に設

けたる故に待ちとる序甚だ速し。 生・ 老・ 病・ 死

の移り来る事 , また, これに過ぎたり, 四季は, 
おほ, 定まれる序あり, 死期は序を待たず。死は , 
前よりしも来らず, かねて後に迫れり, 人皆死あ

る事を知りて , 待つことしかも急ならざるに , 覚

えずして来る。沖の干潟遙かなれども , 磯より潮

の満つるが如し8) 」
自然の移りかわりのなかに, 人生の死を想うわ

けである。

自然にさからわない家の造りにふれた部分 もよ

く知られている。 夏を中心に造作 せ よ と いって

い る 9)。

「家の作りやうは , 夏をむねとすべし。 冬は い

かなる所にも住まる。 暑き比わるき住居は , 堪へ

難き事なり。

深き水は , 涼しげなし。浅くて流れたる , 遙か

に涼し。細かなる物を見るに, 遣戸は, 蔀の間よ

りも明し。天井の高きは, 冬寒く, 燈暗し , 造作

は, 用なき所を作りたる, 見るも面白く, 萬の用

にも立ちてよしとぞ , 人の定め合い侍りし9)。」

この日本人の木の家も, 自然の木や草と同じよ

うにやがては亡びるもので, それと反対に容易に

再生するものであった。 日本の都市は何回かの震

災・ 火災・ 戦災で, これを経験してきた。

日本の木造建築の始つたのは青銅器文化と 鉄器

文化が同時に入ってきたからだという。 つまり鋭

利な鉄器が日本人に白木の美しさを見出 させたと

いうわけである。

ヨーロッパでは青銅器時代に家をつくり は じめ

たので, 土や石や煉瓦をならべ, 木の家は つくら

なかった , だから鉄器があればヨーロッパ でも多

くの木造建築を造っただろうという 説があるが , 
技術的に素人なので正否はわからない。

この木造中心の日本に , 次第に鉄筋コンクリー

トが入ってきた。 しかもその木造建築も次第に構

造は洋式になって , エアー ・ タイトの 環境を造り

出しているし , 戦後のコンクリート集合住宅のな

かにも , すでに再建の必要のある ものもある。こ

うした急速な住宅を中心とした環境変化も日本人

の自然観にゆらぎを与えるのかも知れない。 

D 環境破壊としての大気汚染

a 
欧・ 米の大気汚染

ロンドンの媒煙

環境汚染・ 環境破壊の代表と してここでは 大気

汚染を考察してみることとしたい。

世界に先駆けて産業革命の おこってくるイギリ

スでは環境汚染も早く間題になった。

私は, 1962年に開かれた第18回日本公衆衛生学

会シンポジウムで講師の 1 人をつとめた。 わが国

の大気汚染が注目 されはじめた時期だった。 この

時 , 欧米と日本の大気汚染年表も作製した'°) 。

14世紀から16世紀にかけてイギリスでは石炭 の

使用が增加, 家庭でも薪にかわって石炭の使用 が

はじまっている。

職人達は仕事場の炉で石炭を使用しはじめ た , 
その煙が問題になった ようで, 1306年にはすでに

王室布告 (Royal Proclamation) でこれを禁止

している。 それでも家庭にまで石炭の使用が広ま

ってゆく。

こうした時代にジョン・ イヴ リン (John E ve- 
1yn, 1620~ 1706年) (図 1 ) の有名な著書の『フ

ミフギウム (Fum ifugium) 』あるいは“T he In- 
convenience 01 the A er and Som oak e 01 L on - 
don D issipated”「 ロンドンの空気と煙の迷惑の消

散」 という著書が1661年に出版されている。

このイヴ リンは大臣などの要職にはつかな かっ

たが , ロンドンの街路や建築物の改善を司る監督



図 1 ジョン ー イウ°リン

(John Evelyn, 1620~ 1706)

官, 造幣局の長官, 王霊を司る官職などに歴任し

た人物で, 園芸家としてもすぐれた知識をもって, 
自分の屋敷の庭園も整備したという'' ) 。

イヴリンはチヤールズ II 世あてのこの 『フミフ

ギウム』という報告のなかで , 当時のロンドンの

「 ばい煙」を次のように書いている。

「石炭から出る地獄のような陰気な煙 は家庭 の

煙突やビール類醸造業, 石灰製造業 などから出て

いる。 そのためロンドンは , シシリ一島の火山の

エトナ山 , 火と鍛治の神ヴァルカンの法廷 , 地獄

の近郊に似ている一 ・ (中略) - ・ この 栄光ある

古代都市は木造から石造, 大理石 で建造され, 
遠くインド洋までも支配するが , 石炭からのひど

い煙と硫黄でつつまれ, 悪臭と暗黒に みたされて

いる。一 (中略) - ロンドンをめざして やってき

た疲れた旅人は , まだロンドンの街が見えない何

マイルも先からその においをかぐ。 これこそ栄光

をけがす有害な煤煙である一 ・ いなかでは 何世紀

ももつ堅い石や鉄は , ロンドンでは煤煙のためた

ちまち腐食されぼろぼろにな っ てしまう一 ・ (中
略) - - ロンドンの住人はすすけた不潔な不純な

空気を吸い , その肺臓は害され腐っている。 ロン

ドンではカタルや肺結核や感冒が多 い。 (外山敏

夫・ 香川 順'2 )訳)」
オールド・ パー (O ld Parr , T hom as Parr , 1483 

~ 1635年) はいささか伝説的人物であるが , スコ

ッチウイスキー“オールド・ パー”のラベルの パ

ーの白髯の肖像画はレンブラントの描 いたものだ

そうで, 15世紀から17世紀にかけて 152 歳 9 カ月

生きたことになっている。

彼はイギリスのシュロツプシヤーの貧しい 農民
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で肉体労働をしていた人物で, 100 歳をこえた長

寿で有名だった。 晩年, 国王チヤールズ I 世に招

かれてロンドンに出た。 王宮の御馳走を食べて死

亡したという , 食事の変化で死んだという説も あ

るらしい。

このトーマス・ パー ( T hom as Par r ) の病理解

剖を行ったのが当時の著名な医師・ 生理学者 のウ

イリアム・ ハーヴイ (W 加l am H arvey, 1578~ 
1657, ジェムズ1 世 , チヤールズ1 世の侍医 , 血

液循環, 心臓の運動を明らかにした) であった。

ハー ヴイは , パーの体の肋軟骨さえいまだ化骨

せず, 若い人の骨のように弾力があったが , ただ

脳血管が肥厚乾燥しているため, 脳は硬く, ふれ

ると著しく抵抗性があった。主な不幸は, 彼の生

涯全体を通じて完全に清浄なものが吸入 されてい

た空気が変化したことに関係していると書 いてい

るそうであるが , これはロンドンの17世紀前後の

大気汚染の影響に言及していることになる'3 ) 。

ジョン・ イヴリンはロンドンの汚染した空気 が

パーの消化を害してそれが死因となった のだとし

ている。

付け加えていえば , パーは類のない長寿の故に

ウエストミンスター寺院に葬られた。 ところが , 

大生理学者の W . ハー ヴイはウエストミンスター

に葬られていないのである。

このように産業革命以前にロンドンは煤煙 を中

心とした大変な大気汚染をすでに経験 していたの

であるo

1700年のイギリスの人口は 6 ~ 700万人 で, 石

炭の生産量は300万トンだった と い うから , 1 人
当りの石炭の使用量は年 0.5 トン程度だった ので

あ る 14) o

1768年にはワット (James W att) が最初の蒸

気機関を製作した。

1772年に B. ホワイト (W hi te, B ) がフミフ

ギウム (Fum if ugium) の新版を出版した'4'。 そ
の序文のなかでロンドン付近では庭の木の果物 が

ならなくなったし , 葉さえも落ちてしまうと 書い

ている。 またロンドンで生れ育った子供の半数は

2 歳以下で死んだとも書いている。

1795年に W . マー ドック (W il l iam M urdok, 
イギリスの機械技術者・ 発明家 , 1754~ 1839) が

ガスの製造のために石炭の炭化を行った。 そして



( 168 ) 

1830年にはイギリス内に 200 のガス製造所がで き

た 14) o

それより前, 1800年のイギリスの人口は1000~ 
1500万人で, 1 人当りの石炭使用量は 1 トンに達

した。

そして , イギリスでは工場や蒸気機関車を 含め

て煙に関する規制が行 なわれるようになった'°)。

1873年12月 9 日~ 11 日, ロンドンでは濃霧が発

生, 前週にくらべ気管支炎 による死亡数が 1.7 倍
增加した。

1875年には公衆衛生法 (Pabl ic Heal th A ct) が
営業用建設物における 炉は, できる限り その煙 を

燃焼しつくすようにせねばならぬこと , 煙突は迷

惑をかけるような黒煙を排出してはならないと 規

定した。 .

しかし, 1880年の 1 月26~ 29日に ロンドンには

濃霧が発生 , 前週にくらべ気管支炎による 死亡数

が 2.3 倍に増加した。

1881年には煤煙防止委員会 (Smoke Abatement 
Comm i ttee) をつくった。

1882年, 2 月 2 日~ 7 日は, ロンドンは濃霧が

発生, 死亡率が上昇した。

1891年12月21~ 24 日には濃霧が発生, 死亡率が

上昇した。

このように数年ごとに大気汚染による 激しい健

康影響が発生していたのである。

1900年にはイギリスの人口は3,700万人に達 し, 
一方, 1 人当りの石炭使用量は年 6 トンにも達し

ていた。

この1900 (明治33) 年9月8 日 (土) 夏目漱

石'5 )がイギリス留学 の た め に横浜を出帆してい

る o

彼は10月13日 (土) 朝, スエズを経て, 10月28 
日にロンドンに着いている。

1901 (明治34) 年の漱石日記に次の記事がある。

「 1 月 3 日〔木〕倫敦の町にて霧ある日, 太陽を
とびいろ

見よ , 黒赤くして血の如し。鳶色の地に血を以て

染め抜きたる太陽はこの地にあらずば見る能 わざ

らん。(以下略) ' 6 )」

そして , ロンドンの激しい大気汚染にふれてい

る。 当時のイギリスの大気汚染を日本人が記録し

た唯一 のものかも知れない。

「 1 月 4 日〔金〕倫敦の町を散歩して試みて痰を

吐きて見よ。 真黒なる塊りの出るに驚くべし。 何

百万の市民はこの煤煙と この塵埃を吸収 して 毎

日 彼らの肺臓を 染めつつあるなり。 我ながら鼻

をかみ 痰を するとき は 気のひけるほど 気味悪き

なり。」

そして , 漱石はこんな汚染のなかで生活 してい

るイギリス人が何故美しいのだろうかと頭を ひね

っている。

「 1 月 5 日〔土〕この煤烟中に住む人間が何故美

くしきや解く難し, 思うに全く気候 の た め な ら

ん , 太陽の光薄きためならん。往来にて向うから

背の低き妙なきたなき奴が来たと思えば我姿の鏡

にうつりしなり。 我々の黄なるは当地に来て始め

てなるほどと合点するなり。 - (以下略) - '6 )。」

大気汚染で太陽光線がさえぎられて イギリス人

は白いのだろうと解釈したわけである。

当時 , 漱石以外の技術者, 医師, 衛生学者など

の日本人も , このロンドンの大気汚染をみている

はずであるが, むしろ産業化の発展の必要性を感

じていたのではあるまいか , 大気汚染の記録を 残

した人がいるかどうか , よく知らない。

漱石がロンドン留学した時より早く1881年 には

アルカリ等工場規制法が制定 さ れ, 「ばい煙防止

委員会 (Smok e Abatement Comm ttee)」ができ

ているし, 1899年には石炭ばい煙防止協会 (Coal 
Sm oke Abatement Society) が設立されていた。 

こうした協会が19世紀末には必要になっていた の

であるo
1905年, ロンドンで公衆衛生会議 が 開 か れた

が , この会議で, 一般の霧と区別するために , ば

い煙を含んだ霧をスモッグ (sm og) とよぶ申し合

わせが行われている。 スモッグという言葉が市民

権を得たのは , 日本にくらべイギリスでは 50年ば

かり早いのである。 このことは後段でまた ふれる

つもりである。

イギリスでは以後, 大気汚染に関係する種々 の

委員会がつくられたが , 余り効果 は な か っ た。 

1926年には「ばい煙防止法 (The Publ ic と i l ea_ 

1th A ct f or Smoke Abatement) 」が制定された。

さらに1936年にはロンドンでは , 大規模な 大気

汚染調査が行われ, 当時すでに大気汚染の観測点

も160ヵ所に設けられた。

1939年に第=次世界大戦がヨーロッパ ではじま



ると , 初期にはロンドンなどばい煙によってドイ

ツ機の空襲をさけようとするために , ばい煙防止

問題は一時的に後退した。

1945年, 第=次世界大戦は終った。

1948年, 10月26日から31日まで アメリカのペン

ジルバニア州のドノラ (D onora, Pa ) でドノラ

の大気汚染事件'7,'8 )がおこり, ドノラ住民の 42.7 
%にあたる 5,910 人が健康に影響をうけ, 20人が

死亡した。

しかし, 日本では敗戦間もなく情報は少なく, 
この事件の情報はかなり後年 に 知 つた の で あっ

た。

b. ロンドン事件

前述のように19世紀からすでにロンドンでは ス

モッグが 発生すると死亡数が増加することは気付

かれていたのであるが , これをまとめてみると表

1 のようであって , ロンドンではしばしばおこっ

ていたのである。 ことに1952年のロンドン事件は

大きな被害のおこったことで世界的にもよく 知ら

れている。 

表 1 19世紀から20世紀にかけてのロンドンの

スモッグ事件と死亡の增加率

スモッグの期間 

前週にくらべた 
死亡增加の割合 

全死因 気管支炎死 

1873年12月 9 日~ 12月11 日 

1880年1 月26 日~ 1 月29 日 

1882年2 月2 日~ 2 月7 日 

1891年12月21 日~ 12月24 日 

1892年12月28 日~ 12月30日 

1948年11月26日~ 12月 1 日 

1952年12月 5 日~ 12月 9 日 

4 
5 
3 
9 
4 
3 
6 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 

7 
3
6
6
9
0
3 

1 
2 
1 
2 
1 
2
9 

ただし , 当時の日本のマスメディアは新聞紙面

が小さかったこともあって , ほとんど報道しなか

った。 当時 , ロンドン美人が大きなマスクを使用

している小さな 写真が載ったのを記憶している。

1954 年になって 1952 年の ロンドン事件の死亡

数, 罹患率を中心に報告書' 9) が出版された (図 2)。
以下その報告をみてみよう。

1952年12月 5 日, 金曜日の朝, 大きな移動性高

気圧が南イングランドに停滞しはじめ, 気圧の谷

が大西洋から西アイルランドにゆっくり近付 いて

いた。テームズ川の広い溪谷の なかのロンドン付

・t i c・ f S 0・ ' U t i l e H E・LT H ・̂0

N o 9S

MORTAL「 iY AND MORBID「「Y 
DURING THE LONDON FOG OF

DE‘ ::EMBER l952
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図 2 1952年12月のロンドン事件報告書の扉19) 

近では気圧差がなく , テー ムズ渓谷とそれにつら

なる低地は完全な無風状態で, 気温は 0 度 C 以

下になり, 気温の逆転層が発達し て い た。 しか

し , 逆転層は70~ 150m の低いところにあって, 
その逆転層の下には , 家庭や工場の煙突 からはき

出された煙が お わ ん を かぶせたようにたれこめ

て , 濃いスモッグが発生した。12月 5 日からはじ

まった , この例をみないような大気汚染は , 12月
9 日まで 5 日間も続いた。このスモッグは例外的

な濃さと期間であって , その臭はまるで タールの

ようであったという。

外山敏夫2°
) 
が 『大気汚染 ニュース』 第 12 号

(1962 年) に「 ロンドン Sm og の裏ばなし」とい

う短文を書いている。 興味があるので以下紹介し

ておく。

1952年のスモッグの時ロンドンの郵便局 で全集

配人に対してフオグカラー (f og col lar) という

アンモニアの小びんのはいったカラー (首輪 ) を

配給した。 大気汚染による気管症状の救急の ため

だったという。

キヤツトホー ド (Catiord) 競犬レースで熱狂し

た観客が , 犬が走り去った数分後に, 犬たちが視

程のきかぬためスモッグのなかを逆の方向に 走っ

てきたのをみて眼を見はった。

サドラース・ ウェル (Sadler 's W el l) にある劇
トラビアタ

場で開演中の「椿姫」が, 一幕だけで侵入 してき

たスモッグのために中止された。

スモッグのとき牛にユーカリ油をしめした マス

クをつけるとよいことを経験的に知 つて いたスコ
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ットランド農家出身の男が , 薬剤が間にあわず, 
スコッチウイスキーを代わりに用いたら大いに 効

果があった。

40年勤続のベテランのバス運転手がスモッグ の

ために 4 時間立往生して運転をあきらめ , 後にな

って霧がはれてみたらバスは道路から75ヤード し

か離れておらず , しかも崖のすぐそばにあったこ

とがわかった。

テー ムズ河の船着場の船へ帰ろうとした 2 人 の

船員が道に迷っていたところ, 1 人の巡査が案内

しようと 2 人をつれて歩きだし , とたんに 3 人と

も河のなかに落ちてしまった。

ビクトリ駅の数羽のガチョウが視程を失って 落

ち , ガラスの天井がやぶってしまった。

スモッグの時 , 多くの自動車の運転手は座席の

真中の方にすわった。 これは車の両側をよく見る

ためだった。

このロンドンのスモッグの時 , 繁盛したのは酸

素ボンベ屋, 洗濯屋, 新聞の死亡広告欄, 薬屋, 
旅行案内所などだったと , 外山2°) は書いている。

1952年の12月 5 日からスモッグは突然, ロンド

ン市民の病気と死亡を増加させた。 気管支炎によ

る死亡は週の終りの12月13 日までに普通の 9 倍 に

なり, 肺炎の死亡は 4 倍に近くなり, もちろん病

院の入院患者は, この期間に非常に増加した。 そ

の增加は呼吸器疾患と心臓疾患のためであった。

ロンドンでは緊急時べツドサー ビスという 制度

があり, 緊急時の異常に増加する必要な べツドを

警報システムで調整し , 確保するのであるが , 警

報システムに入ると , ロンドンの病院は一般病に

よる収容を一定レベル以下にへらして , 残りのベ

ッドを緊急入院用に用意するという制度である。

白の警報 (whi te warning) がでると, 病院は

一般の収容を85%以下にして, 15% を緊急用に準

備する。黄の警報 (yel low warning) がでると, 
一般収容を80%以下とする。 赤の警報 (red wa「一 

ning) が出ると一般収容を75%以下のレベルにす

る。 つまり緊急用に25%のべツドを確保すること

になった。

この大気汚染事件の時 , ロンドンの緊急時べツ

ドサー ビス局を通して収容された病人の件数 のう

ち, 中央ロンドン地区のみの呼吸器疾患, 心疾患, 
その他の急性症の12月 1 日~ 21 日の間の動きを 図
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図 3 1952 年 12 月 1 日~ 21日の間に緊急時・ べツ

ド・ サービス局を通じて病院に収容された患

者 (中央ロンドン地区のみ, 脳出血 , 急性外

科関係を除く)
( ロンドン事件報告書'9)によって三浦作図 ) 

示すると図 3 のようで, 呼吸器疾患, 心疾患のた

めに緊急時べツドサー ビス局の厄介になった 人の

多いことがわかる。 この図には 横軸の日付の下に

警報の種類を書き加えておいた。

このようなサービスがあったにもかかわら ず , 

12月 6 日は68人, 7 日に61人, 8 日は124人, 9 日
は99人 , 10日は84人はべツドが見つから なかった

と記録されている。

このスモッグでおこった症状は , 息苦しさ , チ

アノーゼがあり, 軽度の発熱もみられた。胸部に

は水泡音が聴取された。 しかも重症者には老人が

多かった。

このスモッグ事件の時 , 1 人の市民がスモッグ

のために意識不明となり 窒息したが , 3 日間病院

の酸素室にいれられ, 酸素吸入の結果, 次第に回

復した。図 4 はこの人の回復した時のもので, 顔

面 , とくに手背に静脈怒張とチアノーゼが 著明に

認められる。なお彼は40年間 , 毎日30本の 喫煙を

していたという。それにしても , あやうく , 命を

とりとめた幸運の 1 人である。

死亡はすべての年齢でみても増加したが , 45歳
以上の者に多く, とくに70歳から80歳以上の老人

の死亡増加が多かった。

しかも , 天候が回復してスモッグがはれたあと

も数週間にわたって死亡者は多かった。 



図 4 1952年のロンドンの大気汚染事件の際の

回復患者の 1 例
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図 5 1952年12月のロンドンのスモッグと市民

の死亡数の関係

死因は慢性気管支炎, 気管支肺炎と心臓病だっ

た。

ロンドンではこの時期すでに大気汚染物の いく

つかについて測定が行なわれていた。 このうち=
酸化硫黄 (SO2) と粒状物を示すばい煙濃度と死

亡数の関係をみたのが図 5 であって, この 汚染物

濃度と死亡数の間には明らかな相関がみられる の

である。大気汚染の結果, 病人や死亡数が增加 し

たことは明らかなことであった。 
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イギリス政府はこの事件に 驚いてビイバー (H . 
Beaver) を委員長として大気汚染調査委員会をつ

くって, ロンドン事件の解明と対策の検討を行な

った。 ビイバ一委員会は大気汚染はもはや耐えら

れない社会悪 , 経済悪であるといい, この大気汚

染の解決には国家的な努力と費用と犠牲を 要求し

ている。また, 国家 , 地方当局 , 工場 , 家庭に対

してひとしく費用の支出が必要だとし ていた。

ビイバ一委員会の勧告にもとずいて , 1956 年イ

ギリスでは大気清浄法 (Clean A ir A ct) 力制定

された。 この法律には住宅の煙突から排出 される

黒煙の取締りを含んだ ものだった。この広く点状

に存在する家庭の汚染源は当時のロンドンの 大気

汚染の特徴でもあった。その上 , 汽船 , 汽車 , さ

らにアルカリ法の対象とならない事業場を 対象と

して , 黒煙の排出を全面的に禁止しようという法

律だった。

ところが , 10年たった1962年になって , また非

常に濃いスモッグが12月 3 日から 7 日にかけて イ

ギリス各地をおそった。 ロンドンも 例外 で はな

く, 街の中では口の中にたえず金属性の味がし, 
鼻 , のど , 眼が刺激された。ちようど , タマネギ

の皮をむくときに眼の刺激となる時の感じに似 て

いたという。

1962年の汚染状況は1952年にく らべ浮遊煤塵濃

度は著明に低下したが, SO2 濃度は1952年と大体

同じか , またはむしろ高濃度を示していた。 これ

は大気清浄法以来, 家庭での石炭使用量が急激に

減少したことが影響している。 しかし , 煤塵は減

少したが , ガス状物質は減少していない。つまり

「大気清浄法」は「ざる法」だという批判が大きく

なった。

この時期, 工場や発電所では石油系燃料の消費

が急増している。

このような燃料 の変化 が 1962 年のスモッグを

1952年とかなり変わった形の も の にし たのであ

る o

さて 1952年と1962年のスモッグの期間中の死亡

数を比較すると , 52年にはスモッグ期間に ロンド

ンでは3500~ 4000人が普通の時 より增加し た。 

1962年のスモッグ事件による全死亡数は図 6 のよ

うに約 340 人と推定され, 死亡数は明らかに減少

した。 SO2 濃度には大きな差はなかったが , 煤塵
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図 6 1952年と1962年のロンドン大気汚染事件

の期間中の全死亡数の比較

濃度の減少が混在するガスの影響を小 さ く したの

だろうと , ロンドン市当局はいっている。

こうした時代を経験して , ロンドンも次第に大

気汚染対策が進み, 環境も改善 され, 日照時間も

長くなってきたのである。

c. アメリカの大気 染

第=次大戦後, 1948年にアメリカの ドノラの大

気汚染事件'7,'S) がおこった ことは前段でふれた。 

このドノラはピッツバーグ (Pi ttsburgh, Pa ) の

南約30キロにある。

ピ ツツバー グはアレゲー ニ台地上で アレゲー ニ

川とモノンガヒラ川が合流してオハイオ 川になる

地点に位置し , 付近でとれる石炭と スペリオル湖

西岸の鉄鉱石を利用した大製鉄業地として知 られ

ていたが , 日本のかつての八幡市がそう であった

ように, すでに1890年代に大気汚染が間題化して

いて, 1892年には煤煙防止法を制定したほどであ

った。

第=次大戦中の軍需生産の増強や新技術の 導入

によって , 大気汚染は深刻となり , この市のビル

はすすで汚れ , さらに衣服や家具のクリーニング

のために市民の負担が増大 , 自動車はスモッグの

ひどい日にはベッドライトを付けないと走 れない

ような状態になった。

こうした状況のなかで ピッツバー グに君臨した

メロン家が , 1947年以来政財界を動員してピツグ

バー グの大気汚染防止をはじめ, さらにこの対策

のために30億ドルの巨費を投じて市街地再開発 も

行なった。家庭でも石炭から石油燃料への 転換が

進行した。

このような財界主導型の大気汚染防止対策 は効

果をあげ, 1946年にはスモッグの発生が1000時間

にも達していたのに, 1956年には 100時間に減少

するような効果をあげた。

ロンドンやピッッバー グの スモッグは汚染物質

として「 すす」その他の固形物や タールのような

物を主体として発生した黒いロンドン型 スモッグ

であるが , ロサンゼルス (L os A ngeles) では

1943年ごろから灰色のスモッグがひんぱんに おこ

るようになり , 眼やのどの刺激感を訴える住民が

多発するようになった。1946年に住民たちが 市役

所に抗議して, 光化学スモッグが問題視されるよ

うになった。

このロサンゼルス型スモッグは , 自動車排 ガス

中の窒素酸化物や炭化水素が, 日光紫外線の 作用

により , =次的にオソ、ン ( 03) を 主体 と し た

過酸化物 や パーオ キ シ ア セ チ ル ' ナ イトレー

ト (PA N ) , アルデヒドなど形成して, 光化学オ

キシダントを発生 させる。日中 そ し て 夏に多発

し , 眼などの刺激症状をおこしている。

健康な快適な居住地であったはずの カリフ オル

ニァ州でも最近は ロスアンゼルス型スモッグで環

境悪化がおこっている。

つまりアメリカ人の下駄だといわれる自動車 が

原因で環境破壊がおこっているだけに , 州全体の

交通体系自体を考 え ね ば な らぬことになってき

た。

ところがデュボス (R. D ubos) 21) は , カリフオ

ルニァの地形について次のような興味ある事実 を

記述している。

1542年にジュリアン・ ロドリゲス・ カブリロ が ,

カリフォルニアの海岸を調査して , サン ' べドロ

湾に投錨したときに, 遠くの山頂を眺 めることが

できたが , その麓はみえなかった。インディアン

の火が数百フイー ト立ち上り, 谷の上にひろがっ

ている有様を書き残している。 これは今日の気温

逆転 (thermal inversion) の現象で, やがて来る

スモッグ事件の予告だったというわけである。 そ

して1943年以来 , この地形がロサンゼルス型スモ

グをはげしいものにしたのである。 



2. 日本の大気汚染

a. 鉱山の鉱害事件

私 22)は, 徳川時代の19世紀初頭すでに, 鉱山を

中心にした鉱害事件のあったことを 書いている。

明治になると , ヨーロッパことにイギリスの生

理衛生書の翻訳があらわれ , そのなかに当然 , 大

気汚染がふれられている23)。

1880 (明治13) 年に創刊された『養生雑誌』と

いう一般むけの雑誌があった。 この第 9 号に次の

一文がある。 この文章の漢字には, 全てルビが ふ

ってあるが , よくわかる字のルビは省略した。
く う き

「都下の太気は悪き説

能く皆さんがなぜ束京や西京 , 大阪などに

は弱いだろふといわれますが 成る程弱いわけであ
な ぜ みや ・

ります如何といふと凡て都府などの繁華の土地 の
くう き さん や

太気は山野などの太気の様に純清にはいかぬ とい
みや こ い へ こ'

う訳は都府は人家稠密なればどふしても火を 焚く
わうらい ど ぶ

ことも多く街巷は狭し暗溝に多し溝渠も縦横に多

くあって汚い水は断ず流れて又所々に溜水は あり_ くさ

辻裏々には雪隠掃溜が多くあって 臭き気は充満し
つくりさ'かや

て醸酒屋その外諸品製造所等が沢山あるので自然

と空気が悪くなり炭水素, 酸化炭素その他種 の
まさ'りもの

雑物を含む内でも酸化炭素といふものが最も 人の

躰に でありますゆゑ' などの人 に
すむ ひと い な か

住人は山野に住人から見ると弱いのであり ますか
なるたり ど ぶ よい

ら成丈気を付て溝渠溜水などは良ようにして成 た
き れい

け新鮮な空気を吸よふになさいまし (原文のまま)」
なかなか興味のある文章である。 ここで太気を

「くうき」とよんでいるのは面白い。もっともこの

1880 (明治13) 年ごろの空気が悪いと いっている

のはむしろ都市全体の不衛生を意味していた よう

であるo

1896 (明治29) 年になって 製薬士 田原良純24)が
「我国ノ工業衛生= 就テ」 という論文を 書 いてい

る。 このなかに当時の環境破壊を次のように書い

ているo

「一 ・ 又 製造所 ノ悪水ガ或八地中= 浸潤シ或八

水流急ナラサル河川= 流レ込メバ井水八汚ヵレ 魚

属水藻八珍減シ水色汚 ニ変シ気泡沸々悪臭堪ユ

可ヵラス例之八東京王子ノ印刷局製紙場 ト陸軍省

硫酸製造所トノ間= 流ルル川= 往キテ見レハ実際

に右ノ有様ヲ目撃スルヲ得べシ

本邦の化学工業仍ホ幼穉ナリト誰モ製造所近傍
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ノ住民= 於テ衛生上= 関スル苦情八展々耳ニスル

所ニシテ東京= 於テハ深川ノ 「 セメント」会社近

傍ノ苦情或八玉子ノ硫酸製造所近傍ノ苦情或 八栃

木県足尾銅山= 対スル紛議或八伊予別子銅山 ノ騒

動ヲ始メトシ東京飛鳥山ノ桜樹将= 枯レント 欲シ

根岸辺別荘の金魚皆斃 レタルガ如キハ諸君モ必ス

聞知スル所ナルベシー (以下略) 」
明治時代の公害では特に足尾銅山の 鉱毒・ 煙害

事 件 25)は公害の原点といわれてよく 知 ら れ て い

る。

日立鉱山の煙害 その他の鉱山の鉱害事件26) も, 
当時は有名だった。

日立市は1988年現在, 人口は204,088人 に 発展

し, その中心企業が日立製作所である。

この日立製作所は日立鉱山の電気機材修理工場

から発展した会社であって, 日立鉱山が親企業だ

ったのである。

日立鉱山の創業者に後には政治家にもなる 久原

房之助 (1869~ 1965年) で, 1905 (明治38) 年12 
月に赤沢銅山を購入 , 地名にちなんで日立鉱山と

改称した。 そして数年後にはわが国有数の大鉱山

に発展した。

久原経営以前の赤沢銅山時代の煙害はわず かな

ものだったが , 日立鉱山になってから生産量が拡

大し山林や農作物 に煙害が大きな被害を与えるよ

うになった。1913, 14 (大正 2 , 3 ) 年ころに大

雄院に製錬所を移してから 煙害は茨城県北, 河北

三郡の広範の地域に広がった。

東北の小坂鉱山から久原社長の後を追って 日立

鉱山に就任した 庶務課長 角 弥太郎 (後 の 4 代日

所長) は「既に小坂銅山時代, 煙害問題で苦心を重

ねた彼は, 鉱毒被害の賠償問題を 重要視し , その

損害は法律的解釈を俟つまでもなく, 鉱業家自身

がその道義的責任に於いて, 補償し負担すべき性

質のものであるとの 根本的方針を確信堅持した」

と『日立鉱山史27)』 にも記載された人物で, 被害

側でも角課長の 人格を尊敬 で き る人 といってい

た。

久原の日立鉱山は煙害対策 として百足煙道 , 阿

呆煙突, 大煙突を建設している26)。
角は当時 , 気象の専門家を入社させて, 気球を

あげて, 日本最初の公害対策としての高層気象の

測定をしている。日鉱記念館には図 7 のような気
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図 7 1910年代の日立鉱山の気球によ

る高層気象の観測

( 日鉱記念館展示の写真)

象観測気球の写真も残っている。 山上にあった日

立鉱山の気象観測所は, 1981 (昭和56) 年 9 月の

閉山後は日立市役所のなかに気象相談所として 残

っているそうである。

1908 (明治41) 年に久原が小坂鉱山からつれて

きた本山病院の斎藤國太郎院長が 「煙害で迷惑を

かけるから 罪滅しだ」 といって 病院勤務 の 余暇

に煙害を受ける地区に 往診してくれるようになっ

て , これが煙害被害者のとげとげしい感情をやわ

らげるのに役立った と 関 右馬允 ( うまのじよう , 
天洲 ) 28) は後になって書いている。

煙害間題が大きな社会間題 に な りつつ あっ た

1909 (明治42) 年, 政府は 鉱毒予防調査会を設

け, 専門家を集めて煙害予防法を研究させて いた

が , 1912 (大正元) 年に, 煙害は, 亜硫酸ガスと

煙塵の作用であるから, 煙塵 は 煙道 の中 で捕集

し , ガスは多量の空気を送入し , 稀釈排出する, 
という結論がでて , 当時の 4 大鉱山にこの趣旨に

よる除害施設をするように指令してきた。

その指令によると, 日立鉱山には麦作・ 煙草作

の時期には亜硫酸ガスの量を1000分 の 1 .5 以内, 
その他の月は1000 分の 3 以内に稀釈することので

きる施設をするようにとのことだった。

これに対して日立鉱山では, すでに1911 (明治

44) 年には煙を分散稀釈しようとして, 延長15町
(1635m) にも及ぶ神峰煙道, 俗称百足煙道をつく

ったが , 多数の排煙口から出た煙が , 風向きによ

って中途で合流して効果がなく, 失敗に終わった

が , 1915 (大正 4 ) 年 3 月まで使用していたとい

う o

次いで, 1913 (大正 2 ) 年6 月 に高 さ 120尺

(36.4m) , 口径59尺 (17.9m) のタンク状の煙突, 
世にいう阿呆煙突も造っているが , これも効果は

なかった。

1914 (大正 3 ) 年になると煙害の被害は ますま

す拡大して, この年の被害補償金は20万円 をこえ

た。 当時としては「実に大金である。」と 『鉱山

史 27)』は書いている。

そして, 次に計画されたのが , 大煙突だった。 

この計画は久原社長の発案で, 久原は煙は真直ぐ

上に上昇する。だから煙突を高くすれば, 上昇し

た煙は高層気流に拡散 されて煙害は減少するとい

うのだった。社内でも効果に疑問をもって , 反対

意見も多くあったが, 久原の決断で建設した。

1914 (大正 3 ) 年3 月13日, 日立鉱山本社の工

学士宮長平作を 最高指揮官 として大工事を開始, 
総計費152,218円 (当時) をかけて510尺 (155.7m) 
の大煙突が同年12月20日に完成 , 当時世界第一 の

高さであった。 この大煙突の完成は煙害を減少さ

せるのに大きな力になった。

現在は, 産業考古学上も重要なこの大煙突は, 
図 8 のように , 日立市のシンボルとして残されて

いる。 大気汚染の歴史の思い出の煙突でもあ っ

て , 産業遺産といえる。 

図 8 旧日立鉱山の大煙突

(高さ155.7m, 1914年建設, 1990年3 月
16 日筆者撮影) 

b. 第二次大戦後の大気汚染

敗戦後しばらく の間は, 工業都市の煙突から煙

も出ず, 青空がひろがっていた。

1954 (昭和29) 年は自衛隊の発足した年であり, 
朝鮮動乱特需で日本産業が復興期にはいり , 翌年

には下期の神武景気をむかえ ようとする時期であ

ったが, まだ一般社会は, 大気汚染や公害間題に

は関心はなかった。 



この年の 3 月 1 日 , 米合同機動部隊は マー シヤ

ル群島ビキニ環礁で水爆実験を行なった。 この時

の立入禁止水域から離れたところで操業 していた

マクロ漁船の「第五福竜丸」(99 トン) は放射性降

下物 (死の灰) に被曝した。乗組員の23人全員が

放射線障害を おこし , そのうち久保山 愛吉 無線

長 (当時40歳) は 7 カ月後の 9 月23日に, 造血機

能や肝臓障害のために死亡した。

その後, 核保有国の空中核実験は地球上に核分

裂生成物をふらせ, 日本でも空気中の放射能が測

定され, 社会の関心を集めた。

死の灰の事件はマスコミや学界だけでなく , 広

く社会一般に空気中の汚染物, 大気汚染に関心を

もたせる結果になった30)。

翌1955 (昭和30) 年 1 月17日の朝日新聞の夕刊

の 3 面に図 9 のような東京・ 銀座の スモッグ写真

が載った。 都電が銀座を走っている時代で, スモ

ッグがニュースになりはじめたのである。 

図 9 東京・ 銀座のスモッグ

〔1955(昭和30) 年 1 月17 日, 朝日新聞夕刊〕

(朝日新聞社提供) 

当時 , まだ, 環境庁は なかった。厚生省が1954 
(昭和29) 年末に東京の大気汚染の調査を計画 , 国
立公衆衛生院 の 鈴木武夫部長 (後に院長) が世

話役で研究班を形成し, 日本産業衛生協会 (現日

本産業衛生学会) の理事長 だ った故 南 俊治博士

が代表者 ということになった。参加したのは公衆

衛生院 (労働衛生) , 慈恵医大 (衛生) , 慶大医学部

(衛生) , 東京医歯大 (衛生) , 気象研 (応用気象) , 労
研 (労働衛生) , 東大医学部 (公衆衛生) であって, 
主としてこれまで労働衛生をやってきた専門家達
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であった。 これらの研究機関では , それまでも職

場の環境空気の問題に関心をもっていたので , 興

味をもって参加したが , その他の研究者達は , ま

だ大気汚染には余り関心を示 していなかった。

文部省でも大気汚染問題は科学研究の対象 では

ないと考えていたほどである。

この時の測定は, 1955 (昭和30) 年 1 月18 日か

ら24 日まで, 毎日, 8 時30分から21時30分の間に

5 回, 各測定点で同時に=酸化硫黄の 測定をして

いる。つまり , ちようど , 図 9 の スモッグの日の

翌日から測定がはじまったということである。

この調査結果は1955 (昭和30) 年 8 月 に は 論

文 3') として『労働科学』誌に掲載された。この時

期, 宇部や大阪 などでも大気汚染の調査は行われ

てはいたが, こんなに多数の研究機関が 同時測定

をしたのは , わが国では , はじめてのことだった。

同じ年の 8 月に労働科学研究所資料第69号 で, 
この調査デー ター を紹介しながら私32) は 「空気汚

染について」を書いたが, 当時は, 企業の大気汚

染についての関心は低調だった。

しかし, 1955 (昭和30) 年に, 束京都では「ば

い煙防止条例」 が公布された。

この頃になると日本各地の都市で, 大気汚染の

調査がはじまって, 日常業務として降下煤塵量が

測定されていた。 図10は1959年10月にロンドンで

開かれた国際空気清浄会議 ( International Clean 
A ir Conierence and Exhibition) に出席するた
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めに降下煤塵量の資料を集めて作製されたもので

1958 (昭和33) 年の現状を示している。 円形は, 
その面積で量を , 白い部分は水溶性物質の量, 黒

い部分は水不溶解性物質の量を示している。 当時

の日本各地の汚染のいちじるしかったことを 示し

ているo

雑誌 『労働の科学』の第13巻 (第 2号) 〔1958 
(昭和33) 年〕と第14巻 (第 2号) 〔1959 (昭和34) 
年〕が, 大気汚染の特集を行っている。この 2 誌

の表紙には当時の工業地帯のすさまじい煙を はく

煙突群の写真が載っている。今となると日本の大

気汚染の記念写真を見る感がある。

1962 (昭和37) 年, 「ばい煙の排出の規制等に関

する法律」が制定された。 当時は「ばい煙規制」

が中心だった。 煙突から出る黒煙の監視にはリン

ゲルマン濃度表が用いられた。 図11は小型の濃度

表で, 中央のノ穴 を通して 煙突の煙を見て濃度を判

定した。しかし , 今では『環境科学辞典33)』にも

リンゲルマン濃度表 という言葉はないから, もち

ろん今日では使用されていない。

日本では , ロンドン型スモッグとロスアンゼル

ス型スモッグを同時に経験することになった。

1960 (昭和35) 年3 月, 束京都内の7 研究機関

によって , 交通量の多い市街地で, エンジン排気

による大気汚染調査が行なわれた。図12は , われ

図 11 小型リンゲルマンばい煙濃度表

(1960年ごろ) 

図 12 東京・ 新宿 3 丁日交差点での大気汚染調査

〔労働科学研究所担当 , 1960 (昭和35) 年 3
月〕

われの分担した新宿 3 丁日であって, 3 月 3 , 4 
日の両日, 朝 8 時から夕方 7 時まで連続測定を 実

施した。当時は池袋まで架線 のあるトロリーバス

も走っていたし , 車の数も少なかった。 一酸化炭

素濃度などは, 当時はそれ程大きくなかったが , 
粒状物の濃度は大きく, まだ, ばい煙が主役であ

った。

図13は当時の大気中の粒状物としての カーボン

ブラックの電顕写真である。 
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図 13 東京都心の大気汚染粒状物質としてのカ

ーボンブラックの電顕写真

〔1960(昭和35) 年ころ〕

そして , 同じ頃であるが , 雪の降っている外気

のなかにカーボンブラックを中心にした 水滴がみ

られた (図14) 。酸性の粒子だと考えてよいと思わ

れた。

最近 , 大気汚染関係の文献箱を調べていたら, 
図15のような1970 (昭和45) 年の週刊誌で出てき

たので紹介した35)。 70年代でも週刊誌が表紙にす

る程の大気汚染が存在していたのである。 
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図 14 カーボンブラック粒子を中心として雪の

日に出来た水滴

〔1960 (昭和35) 年ころ〕

図 15 『週刊読売』29巻, 43号, 臨時増刊号表紙

〔1970 (昭和45) 年9 月24 日刊〕

1959 (昭和34) 年12月には大気汚染研究全国協議

会 (現大気汚染研究協会) が創立され, 理事長・ 

会長として鈴木武夫 (元国立公衆衛生院長) が 中心

となって活躍した。

この頃になると , 北は札幌から南は北九州まで

各地で, 大気汚染と健康影響の調査がはじまって

いた。 
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すでに, 日本の敗戦直後から, 横浜キャンプの 占

領軍兵士と家族の間に横浜ゼンソク (Yok oham a 
asthm a) が発生していたし, 日本人の間でも東京

一横浜ゼンソクが発生するようになった36)。

1961 (昭和36) 年ころからは四日市ゼンソク37) 
が大間題になりはじめていた。

当時の三重大医学部 の吉田克己 (現名誉教授) 
が , 患者の救済措置を しばしば要望していたが , 
1965 (昭和40) 年5 月に「公害に係る医療給付措

置」として, 特定地区の一定以上の年限の居住者

について, 個別審査を経て, ーカ年ごとの再審査

による医療給付を行なうという制度が四日市市 で

発足した。 この制度で1965 (昭和40) 年6 月に認

定患者となった76歳の同市の無職の男性が病苦 に

たえかねて自殺した。 四日市公害病患者の最初の

自殺だった。 その後も自殺者が続いたし, 川崎市

でも患者の自殺がおこった。

1967 (昭和42) 年の四日市公害裁判をきっかけ

に四日市 の 方式 に以た国の「公害健康被害補償

法」 がつくられ, 1974年 (昭和49) 年から施行さ

れた。 そして大気汚染特定地域が指定され「気管

支炎, 気管支ぜん息 , ぜん息性気管支炎及び 肺気

しゆ並びにこれらの続発症」が公害病 として認定

されることとなった。

1990年11月 5 日の「プラハ発 AP」の通信によ

ると, 国営チェコスロバキア通信 (C T K ) が , 
報道するところでは , 大気汚染のひどい北ボヘミ

ア地方で子どもたちを守るため , 呼吸用マスクの

支給が始まった。 マスクは手術用のものと似通っ

ており, 口と鼻を覆う。通学や屋外活動に児童と

教師たちが使う , プラハの北西約80キロの モスト

郡の地方行政当局は , まずフィルター入りの マス

ク約 1 万個を配布する計画だという。 さらに就学

前の幼児約 1 万 3 千人にも用意される, 費用は同

郡最大の環境汚染施設である リトビノフ化学製作

所が出す , というのである。

北ポヘミア地方はチェコでも環境汚染が ひどく

大気が 呼吸に適さないことがしばしばだという。

わが国では , これほどではなかったとしても , 

1960 年代から70年はじめにはかけてのひどい大気

汚染の状態は, 目に見える煤煙や硫黄の酸化物 を

中心に次第に改善 されてきた。

図16は, 継続して測定してきた一般環境大気測
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二酸化硫黄 (SO2) 
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図 16 = 酸化硫黄 (SO2) 濃度の年次推移

(環境庁資料38)) 
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定局の=酸化硫黄 (SO2) 濃度の年次推移を示し

たもので1986年以降は0.01ppm の年平均値 まで

低下してきた。

このように大気汚染のなかの SO2 などの濃度

が改善されたことから, 産業界を中心 に見直しを

求める声が大きくなり, 1988 (昭和63) 年 3 月に, 
国は大気汚染指定地域を解除してしまった。

ところが, 自動車などの 移動発生源を中心とし

た=酸化窒素などの濃度は図17のように SO2 と
は異なり , 横ばいであって , 改善されていない。

その後も, 東京都, 川崎市 , 大阪市などの自治

体に公害病認定を求める声は大きいのである。

ことに東京都でも硫黄酸化物 (= 酸化硫黄) 濃

度は1966 (昭和41) 年をピークとして減少傾向が

続いていたが, 1985 (昭和60) 年以降は, ほぼ横

ばいであるが , 環境基準は都内の全ての測定局で

達成している。

しかし , =酸化窒素は, 東京都の一般環境測定

局でみると1978 (昭和53) 年以降は大勢として 減

少傾向にあったが, 1986 (昭和61) 年, 87 (昭和

62) 年度はやや增加し , その後は横ばいである。 

環境基準達成率は48 .6% である。

自動車排出ガス測定局での NO2 は図18のよう

に推移している。 年平均濃度は1978 (昭和53) 年

以降横ばいから減少傾向にあったが, 1987 (昭和

62) 年度はやや増加し , その後のほぼ横ばいであ

る。 そして環境基準の達成率は10.0% であったと

報告している。

東京都は固定発生源の NOx 対策など種々手を

うってきたが , 移動発生源である自動車対策は余

りやられていない, そこで自動車の台数を 減少さ

せるために毎週水曜日, 都内を走る自動車の台数
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(東京都自動車排出 ガス測定局 ) 

を減らそうという 「水曜日の交通総量抑制等」 を

1990 (平成 2 ) 年11月 7 日発足させた。

都は運送会社はじめメーカーやサービス業 など

を含 め て , デイセルトラック を 11台以上もつ約

5550の事業所に対して, 毎週 1 日, 水曜日にその

使用を 1 割抑えるように要請している。 そして各

省庁や団体にも, 乗用車 2 割, トラック 1 割を目

安にそれぞれ使用を減らすように求めている。

すでに1962年に , アメリカの P. ドリンカー 

(D r inker , P ) は, 消防署が劇場の観客を制限を

し , 監督署がエレベーターの乗客数に制限を加え

ると同様に, 将来路上の車の数を制限することに

なるであろうと述べている。 当時のわが国の大都

市では交通渋滞での車の制限が考えられていた だ

けであったが , 私'°) は 「将来は騒音まで含めて , 
路上の大気汚染が車を制限させる時代がくる かも

知れない」 と書いている。 これが必要になったと

もいえる。 同時に, 電気自動車やソー ラー カ一等

の発達にも期待したいのである。 

n 『サイレント・ スプリング』

工場やオフィスビルなどの 固定発生源 , それか

ら自動車などの移動発生源からの汚染物の 排出の

ほか, 環境内の殺虫, 殺菌などの日的で多量の有

害物の散布が行われるようになったのは 第=次大

戦後のことである。

もっとも, すでに1930年代に勝木新次39) は 果樹
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園の虫害予防の目的で, 硫酸ニコチン原液をボル

ドー液等に混じて噴務器で散布する 際におこ った

ニコチンによる急性中毒78例を記載して , その予

防を提案していた。 しかし , これらは狭い範囲で

の散布だった。

これに対して戦後は , 人力だけでなく飛行機に

よる大量の農薬散布も行われたのである。

そうしたなかで , 1962 年 にレーチェル ・ ルイ

ズ ・ カー ソン (R achel L . Carson) 40)の『サイ レン

ト・ スプリング (Si len t Spr ing) 』が出版され, 
世界に衝撃を与えた。 こ れが 1964 年には青樹集--

4')
訳で 『生と死の妙薬』 という書名で出版され

て, 日本でも強い関心がもたれた。

レーチェル・ カーソンは 次 の よ う に書いてい

る。

D D T が市販されてから毒性の強いものが 次か

ら次へと必要となり , 止まるところを知らない。 

一度ある殺虫剤を使うと , 昆虫のほうではそれに

免疫のある品種を生み出す。 そこで, それを殺す

ためにもっと毒性の強いものが必要になる。 また

殺虫剤をまくと, 昆虫は逆にｫ ブリカエシｻ と, 
まえよりおびただしく大発生してくる。とにかく , 
化学戦が勝利に終わったことは一度も なかった。 

というわけである。

D D T (dich1oro-diphen y1-tr ich1oro-ethane) は

1874年にドイツの化学者のツアイドラー (Zeidler , 
0 .) によってはじめて合成されたものだが殺虫効
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果がわかったのは1939年以後のことで, 昆虫伝播

疾病の撲滅, また作物の害虫退治に絶大な威力が

あるともてはやされ, 殺虫効果を1939年に発見し

たパウル・ ミュラー (Paul M ul ler , 1899~ 1965 
年, スイスの化学者) は1948年にノーベル医学・ 

生理学賞を受賞している。

DD T が人間に無害だという伝説がうまれたの

は, 初めて使われたのが戦時のシラミ退治で, 兵

隊 , 避難民 , 戦犯などにふりかけたことも影響し

ている。大勢の人間が D D T にふれたのに, 何

も害もなかったので , 無害だということになって

しまったとカー ソン女史は書いている。

日本人が DD T に出会うのは1946 (昭和21) 年
のはじめのことで, 占領米軍が発疹チフスの蔓延

に関係のあるシラミの撲減のために, 街頭で日本

人の衣服内に大量の D D T の散布をはじめて以来

のことで, 図 19のように M P 立会いで , 街を歩

いている男女に, だれかれの区別なく, 大きなポ

ンプで散布を行なった。 占領軍の防疫のためであ

っ た 42) o 

図 19 街頭での M P 監視のもとでの

DD T の衣服内散布 (1946年) 

当時, 職合国最高司令部 (GHQ) 予防課43) から

発表された D D T 散布方法をみると, 1 人につ

いて約 1 オンス (約27.35グラム) の粉末を衣服内

に平均的に散布する。 帽の内部と頭髪は白くなる

まで散布するとしている。

やがて , D D T は街頭から家庭 に ま で ひろが

り, 日本人の家庭からノミが駆除されることにな

った。

そして , 薬店から自由に購入 できる よ う に な

り, 筆者など D D T を指先につまんで, 庭の草花

の油虫にかけた記憶がある。 

とにかく, 農薬をふんだんに使用しはじめて い

た世界は , 『サイレント・ スプリング』によって大

きな衝撃を受けた。

イギリスでは『サイレント・ スプリング』 が出

版されてから, 農薬の拡散に綿密や注意が 払われ

るようになった。

しかし, アメリカ で は 化学工業界 がレーチェ

ル・ 力一 ソンに 対抗す る た めに 統一戦線を結成

し , 『サイレント・ スプリング』の出版された 1962 

年 11 月には 早くも 批判的な 評論を配布しはじめ

ているo

こうした業界の 動き な ど は フランク・ グレア

ム・ ジュニア (Frank G raham Jr ) 著『サイレン

ト・ スプリングの行くえ (Since Si len t Spr in g, 

197044)』 という本のなかにくわしい。

カー ソンは米国東部ペンシルウ°ェニア州で 1907 

年に生まれた。 ペンシルウ°工ニア大学で動物学を

学び , ジョンズ・ ホプキンズ大学の大学院で 1932
, ' イ ・・ニ コ 0 ' -

年に学位をとった。 ちようど, 生物生態学が学間

として開花しようとする時期にあたっていた。

彼女は, 生物学者として , ものを書きたいとい

う欲求が心のなかに起こりつつあった。

水産生物学者 と し て, 合衆国漁業局に 就職し

た。書くことと , 編集にたずさわるというポ スト

だったという。 そのころ , 『ボルチモア・ サン』

紙の日曜週刊に執筆をはじめ, 1937年には「 海の

なかの世界 (U ndersea)」 という題のエッセイを

『アトランテ イツク・ マンスリー』 誌 に 書 いてい

る o

1941年11月という, 日本軍の真珠湾攻撃の 直前

に 『海風の吹く下に (U nder the Sea W ind) 』
というカー ソンの最初の本が出版された。

第二次大戦中は漁業関係調整事務局の 情報調査

官となったが, 戦後に魚類野生生物局にもどり, 
4 年後にはその編集主任になった。

y 1'

1951年に彼女の『われわれを周る海 ( T he Sea 
A round Us) 』が出版されている。

著述の生活にはいるために彼女は1952年に 政府

の職を退いた。 この時からグッゲンハイム財団が

一般読者に海浜の生物学の生態を 理解させるため

の本を書くための研究費を援助してくれた。 その

結果は 『海と陸のはざま ( T he Edge 01 Sea) 』



となって1955年に出版された。

カー ソンは1958年の春, 夏の間に, 殺虫剤によ

る化学的環境汚染に関する著作を完結 したいと, 
友人に手紙を書いている44)。

しかし , 彼女は連鎖状球菌感染症にかかって , 
仕事ははかどらなかった。 1960年には外科医 に切

除してもらった腫瘍は悪性だったので, 照射療法

をはじめている。やがて , 1962年に『サイレント・ 

スプリング』 は出版され , ベ ストセラーとして世

界中の人々に読まれた。

しかし, 1964年, 大きな足跡を残して, 彼女は

死んだ。

この本が出版されて農薬会社などの化学工業 は

もとより政界まで 巻きこんで, 彼女のアピールに

対して , 当時 , 激しい低抗がおこったが , やがて , 
1981年 5 月28日に グレード・ アメリカン・ シリー

ズという普通切手の l 枚として , 17セントのレー 

チェル・ カー ソンの郵便切手が発行 さ れ て い る

(図20)。 

図 20 レーチェル・ 力一 ソン (Rachel
Carson, 1907~ 1964) の普通郵

便切手

(U. S. A. 17c. 1981 年5 月28
日 発行 ) 

アメリカ合衆国がレー チェル・ カー ソンの 業績

を認め , 大きな評価を 与 え た と い う こ とであ

る 45 ) o

このシリーズでは女性で , ノーベル賞作家の パー

ル・ バック (Pearl Buck, 1892~ 1973) も, 1983 
年 6 月25 日発行の 5 セント切手になっている。

さて, 日本でも大量の農薬散布が行われた。 図

21は, 1955年ころの殺虫剤の BHC (Benzene He- 
xach lor ide) を動力散布機で散布している ところ

で , 保護具は使用していなかった。

しかし, 水俣病の原因が有機水銀であることが

わかり, 有機水銀農薬使用でおこる土壌汚染が問

題になり1968 (昭和43) 年には水銀農薬が使用禁

一ー

-
-
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図 21 動力散布機による BH C の畠での散布

〔 保護具は使用していない , 1955 (昭和

30) 年 8 月上旬 , 大橋一雄氏提供〕

止になる。次いで1969 (昭和44) 年には DD T の

製造が自粛によって中止, 1971 (昭和46) 年には

パラチオンの使用禁止, DD T , BHC の販売禁止

と続いた。

図22は1960年代から1980年にかけての日本 にお

ける農薬散布による中毒と死亡事故件数を 示した

もので農薬の使用禁止なども記入しておいた。 

F 地 球 環 境

0ECD46' (経済協力開発機構) 環境委員会 は

1976~ 77年に日本の環境政策レビューを実施し

た。 この時期はわが国の公害対策がかなり効果を

あげはじめた時期でもあって, 多くの汚染物質 , 
とくに大気汚染や有害物質の分野における 汚染の

增大傾向を確実に逆転させた。 SO2, 粒子状物質, 
CO, PCB, カドミウム, 水銀などの環境濃度は著

しく減少した。 今日ではと, OECD はいう。 

日本の主要都市の大気はアメリカ , フランス, イ

ギリス, 西ドイツの都市の大気と同じくらい「き

れい」になっており, 多くの発展途上国の主な人

口稠密地の大気よりも間違いなくきれいである。 

公害関連疾病の最も重要な, あるいは少なくとも

最もよく知られた原因は , 日本ではほとんど除去

されたように思われる。 しかしながら, すべての

汚染物質について, 環境濃度が著しく改善された

わけではない。たとえば, NOx, BOD, COD に

は, まだ大きな減少はみられない。 大成功をおさ

めたのは緊急措置がたてられ, 実施された分野の
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図 22 農薬散布による中毒と死亡事故件数

の年次推移

(厚生省資料から三浦作図) 

みである, とも OECD は批判する。しかも , 環

境の質, あるいはよく「快適さ」と呼ばれるもの

は , 静かさ , 美しさ , プライバシー, 社会的関係 , 
その他「生活の質」の測定することのできない諸

要素に関係している。 公衆は, 高い環境汚染濃度

というより , 生活環境が徐々に悪化してゆくこと

に悩まされていたのであるとも , 追加している46)。

産業革命以来の人間活動の拡大は, すでに地球

環境に種々の影響を与えてきた。 たとえば前段で

ふれたヨーロッパの森林を伐り開いて , 牧草地や

農耕地にかえてきたことなど , そ の 1 例で あ る

が, 第=次大戦後の飛躍的な世界経済の拡大, 産

業化の進展 , そして人口の増加は地球環境への 負

荷を一層深刻なものとし ているのである47,48)。

このような人間活動ことにエネルギー消費の 増

大がもたらす温室効果ガス (greenhouse gases) 
による温室効果 (greenhouse effect) がもたらす

地球温暖化は社会的にも大 き な関心 を集めてい

る。 というのは最近の異常気象 や暖冬気候 など

が , 一般人にもなる程と思わせるからである。

この赤外線を吸収する温室効果ガスには水蒸気

(H20) , = 酸化炭素 (CO2) , フロン (CFCs) , 
メタン (CH 4) , 対流圏オソ、ン ( 0 3) , 亜酸化窒素

(N 20 ) などが含まれる。

=酸化炭素濃度を例にとってみれば, 大気中の

=酸化炭素 (CO2) 濃度は, 産業革命以前の 段階

では280ppm 程度であり, 第=次大戦前から, 戦

後にかけては300ppm 程度で変化のないものと考

えていたが, 1986年には345ppm 程度に達してい

る。他の温室効果ガスの大気中濃度も , CO 2 より

大きく増加しているので, このままの状態が続け

ば2030年代には産業革命以前の濃度の CO2 によ

る温室効果の 2 倍くらいが , その他の温室効果ガ

スによってもたらされるとしている。

=酸化炭素は物が燃焼する時に発生する。 メタ

ン (CH 4) は排出量の60%が人間活動により, そ

の半分は農業から出る。フロンは 100 % が人為的

に発生する。 対流圏オソ、ンは工場・ 自動車などか

ら排出される窒素酸化物や炭化水素が 光化学反応

の 結果発生 す る と い わ れ て いる。亜酸化窒素

(N20 ) は物の燃焼や窒素肥料の施肥 などが発生

源だという。

このようにみてくると , いずれも人間の 活動が

関係しているのであって, 地球の温暖化をもたら

す温室効果ガスの増加は, 人間の生活 , 産業活動

がもたらす地球環境の破壊といえそうである。

地球の温暖化の進行につれて気温が上昇し , 大

気の大循環に変化がおこり, 雨の降る地帯が変化

して殼倉地帯が乾燥したり, 雨の少ない地帯で雨

が多くなったり, 海洋温度が上昇して, =酸化炭

素の放出が増加したり, 極地の氷がとけ, 海の水

も膨張し, 低地に浸水するなど大きな影響も憂慮

されている。 また熱帯の感染症その他 の疾病が , 
現在の温帯にまでひろがるおそれもある。 地球の

温暖化が全地球的に悪影響を与 え る わ け でもな

く , たとえば寒冷地では気温の上昇が農林業に 好

影響を与えることがあるかも知れない。

温室効果ガスの=酸化炭素等の排出を抑制 のた



めのエネルギー消費量の抑制について , 先進国と

発展途上国との間でも利害関係が複雑で, 世界中

が合意することは仲々困難な問題を含んでいる よ

うであるが , 鈴木武夫49) は地球環境問題は, 環境

問題が全人類の意識革命を推進する契機を 与えて

いるともいい, 国連の1992年の「環境と開発に関

する国連会議」は, 環境問題と人類存亡との関係

を論議し, 正しい解答を 示す失敗を許されない最

後の会議になるかも知れないとまで言っている。 
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